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研究開発の成果

複数⾞載電⼦制御装置(ECU)の実機製作前統合シミュレーションの開発により、ECUの開発⼿順を改⾰し、⼿戻りの削減
やシミュレーションの⾼速化を図ることでテストの効率化を実現し、ECU設計開発検証の⽣産性を30％以上向上する。
本技術開発により、クルマの設計から製造までの⽣産性を向上させ、次世代⾃動⾞を含むハイブリッドカーや電気⾃動⾞
のグローバル競争⼒の強化に貢献する。

■複数ECUを統合シミュレーションするための「ワンチップ化」技術の確⽴
ハードウェア実⾏エンジン、機能部品（モータ）シミュレーションエンジン及び制

御ソフトウェア実⾏⽤マイコンをFPGAにワンチップ化する技術を確⽴し、対象とな
るECU回路規模の拡⼤とシミュレーション実⾏速度を向上した。
（チップ内速度︓50MHｚ、回路規模︓40万ゲート）
■機能部品のシミュレーション対象の拡⼤と「精度」と「速度」を向上する技
術の確⽴
モータと駆動回路の様々な「組合せ」を「⾼精度」且つ「⾼速」でシミュレーショ

ンする技術を確⽴した。（組合せは４通り、精度︓26bit、実⾏速度︓0.5ミリ秒）
■複数ECUの相互通信と再構成可能とするための外部通信プロトコルの実装技
術の確⽴
ハードウェア／機能部品情報の再構成及び、複数ECUの統合シミュレーションを実

現するために複数ECUの相互通信を可能とする通信プロトコルをデバイス上に実装す
る技術を確⽴した。（CAN通信を満たす125kbps）
■複数ECUが統合シミュレーションできることの実証（図１）
ECUデータを⽤いて複数ECUが統合シミュレーション可能であることを実証した。

■⾃動⾞以外の適⽤が可能であることやハードウェア／機能部品情報の再構成
容易化の実証
⾃動⾞分野以外での適⽤やハードウェア／機能部品情報の変更・書き込みが容易に

⾏えることで汎⽤性が⾼いことを実証した。
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